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§1は ドめに
固体表面に吸着 した原子,分子〝ノ電子状態, surfacestructureが, 1｣EED,
FEED,等によ-て･実験期 こ詳 しく調べられるようにな-た10'～6kれ竺よるとadatom
のsurface structure杖,いくつかの適当な Coveragesで, orderした2次元慮晶を
作 り,他の coverageではdisordeiになっているoFig-1にNa/W〔110)のordered








































ない.仮融 )は coverage.Q)大きい所では成立 しない.又b)は近似的にしか成立しなレ18.)








Kanamoriが削 ､たものである90)方法の概略札 次の様なものである｡ pk に対する不
等式から, 且nergyvscoveragedのグラフを求めると, Fig-2 の様になる｡ここ
で βが, β1,β2の とき,
夫々EnergyEl･E2 を
もったorderedstmctWe
が 実 現 して い る とす













structureである･一方, βOでのorderedstructureが, Ebの如 く, Egよりも高･
いEnergyをもっている場合には,ElとE2の structureをmixして, EgのEnergy
をもった方がEnergy的に得である｡即ち, O- 0.で新 しいorderedstructure杖,
出現しない･ eoでEnergyが, Eaになるか9 Eb になるかを決定するのはJk の大小
関係であり,これによ,1て実験で得られたorderedstructureとJkが関係づけられる･
§3 結果







Figlに示 したように β-吉で orderedstructureが現われ,β弓 で現われない
場合は:,J6<J7 i.e･6-thneighbour間の interactionより大となっている｡これ
は, FriedelOscillationのような振動がJkにある事を示 している･
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